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『四大公害病の語り部講話を聴く集い 

～語り部による伝承会～』を開催しました 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

2023 年 10 月 21 日（土）13 時 30 分より、

資料館2階 交流学習ルームにおいて、『四大公

害病の語り部講話を聴く集い～語り部による伝

承会～』を開催しました。コロナ禍前の 2019

年（令和元年）以来、久々に四大公害病資料館

の語り部が一堂に会したこの集いには、県内外

から約60名の方々にご参加いただきました。 

 

前半の語り部講話では、水俣市立水俣病資料

館の永本賢二さん、新潟県立環境と人間のふれ

あい館の小町ゆみ子さん、四日市公害と環境未

来館の伊藤三男さん、イタイイタイ病資料館の

髙木勲寛イタイイタイ病対策協議会顧問（前会

長）に、ご本人やご家族の体験をもとに講話を

していただきました。 

 

4 人の語り部の方々はそれぞれに、公害病の

恐ろしさや悲惨さ、患者本人や家族の経験され

たご苦労、差別や偏見、また、これまでと現在

の活動についてのお話をされました。会場の参

加者は熱心に講話に聞き入り、質疑応答の時間

では多くの質問が出ていました。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

～語り部講話～ 

左上から：永本賢二さん（水俣市立水俣病資料館） 

小町ゆみ子さん（新潟県立環境と人間のふれあい館）

伊藤三男さん（四日市公害と環境未来館） 

髙木勲寛さん（イタイイタイ病資料館） 

後半の意見交換会では「語り部活動の継承に

向けて」をテーマに、講話いただいた4人の語

り部と小松雅子イタイイタイ病対策協議会会長、

当資料館の野田館長が意見交換を行いました。 

 語り部の方からは、次世代の人々に自分たち

が経験した嫌な思いをさせたくないという気持

ちから、普段の取組みも交え、引き続き公害を

語り継いでいくための提案や意見が出されまし

た。会場の参加者からも語り部ではない立場か

らの思いや、実践できる提案をいただきました。 

 最後に小松会長と野田館長から、語り部は資

料館の魂であり、語り部の方に二度と公害を生

じさせないという強い思いを語っていただくこ

とが今後の伝承・継承の核となるため、四大公

害病資料館の語り部が一堂に集まるこの機会を

今後も継承していきたいという総評をいただき、

集いは閉会しました。 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

～意見交換会～ 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

『イタイイタイ病を考える県民フォーラム』を

開催します 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

2024年2月18日（日）、資料館2階 交流学

習ルームにおいて、『イタイイタイ病を考える県

民フォーラム』を開催します。 

 

日  時：2月18日（日） 13：30～16：10 

場  所：イタイイタイ病資料館2階 

     交流学習ルーム 

(オンライン参加も可能) 

参加料：無料 

 

県民フォーラムでは、次代を担う若者たちに

よる発表や、京都橘大学経済学部教授・京都大

学名誉教授 岡田知弘氏を迎え、「地域開発と公

害の歴史から何をどのように学ぶか～四大公害

訴訟判決から半世紀～」と題し特別講演を行い

ます。 



 

なお、参加にあたっては、事前申込みが必要

です。2 月 13 日（火）までに、案内チラシ裏

面の参加申込書に必要事項を記入の上 FAX ま

たは資料館ホームページの参加申込フォームか

らお申し込みください。ただし、先着順により、

会場定員（80名）になり次第申込みを締め切ら

せていただきますのでご了承願います。 

 

※資料館ホームページから案内チラシのダウン

ロードや参加申込みができます。 

 

「資料館ホームページ」 

（URL：https://www.pref.toyama.jp/1291/kura

shi/kenkou/iryou/1291/index.html） 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

メッセージコーナーが新しくなりました 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 資料館1階展示室通路に設置の、資料館を見

学された方々からいただいたご意見・ご感想の

一部をスクリーンにて紹介するメッセージボー

ドが新しくなりました。 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

     ～メッセージボード～ 

 左：表示用スクリーン  

右：読み取り用ＱＲコード 

 

従来は、タッチパネル形式のパソコン画面か

ら入力していただいていましたが、新しい形式

では、皆様がお手持ちのスマホ・タブレット等

の通信機器で、掲示されたＱＲコードを読み取

り、そちらに表示されたフォームから入力して

いただけます。ご投稿いただいた内容は、後日

前出のスクリーンにて表示させていただくこと

があります。 

 

また、直接書き込んでいただけるメッセージ

ノートは引き続きご利用いただけます。これま

でにいただきました貴重なご意見は、資料館を

より良い施設とするための参考としています。

  

今後も、資料館のご利用と、様々なご意見、

ご要望をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ～メッセージノート～ 

 

【昨年度いただいたメッセージの一部】 

「富山で生まれ育った1人の人間として、教師

として人に伝えて行ける特別な役職を使いなが

らイタイイタイ病のことを伝え、そしてこれか

らの富山の自然の未来をより良くなるようにし

ていきたいです。思いも伝えたいです。」 

                （R4.6.28） 

 

「被害に遭われた方や、そのご家族のご苦労は

展示からも伝わりましたが、今度は語り部の方

からのお話も伺いたいと思いました。」 

（R4.8.9） 

 

「三重県から来ました。四日市ぜんそくを身近

に学んで育ち、公害についてはわりと身近な事

でした。風化させないための取組みはとても大

切だと感じています。とても勉強になりました。

小2の息子には、この苦しみ、大変さが伝わっ

たのか・・・。でも、学んだり興味を持つきっ

かけになってくれたのではないかと思います。」

  

                 (R5.3.12）

  

メッセージをお寄せいただきました皆様、本

当にありがとうございました。       

       

 


